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１．研究計画の概要 
割合錯誤とは、意思決定やリスク判断の場面
にて、％が分数として異なる数字の組み合わ
せで表現された時、表現の違いが判断や意思
決定に影響する現象を指す。研究代表者山岸
のリスク知覚研究では、癌について「１万人
中 1286 人が死ぬ」と教示された被験者は
「100 人中 24.14 人」と教示された被験者よ
りも癌危険度をより高く評定した。本研究は、
これら割合錯誤現象の統一的説明原理を樹
立し、リスク・コミュニケーション場面への
応用方法論を提供する事を目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
本課題申請時の研究計画書では、下記を立案
した。 

 平成 18 年：割合錯誤現象の先行研究が
共通して仮定しておきながら、今に至る
まで実証的検証を受けていない選択的
注意の認知過程を明確化する。 

 平成 19 年：選択課題、リスク評価課題
などの心理実験より、割合錯誤である心
理反応が、本研究計画が提唱する「二重
Weber-Fechner 理論」で記述可能であ
る事を示す。 

 平成 20 年：二重 Weber-Fechner 理論
を不確実性の評価関数として備える、
認知過程のモデルを実装 

これらが達成されているため、研究進捗状況
は順調であると言える。 
 
３．現在までの達成度 
○2おおむね順調に進展している。 
まず、平成 18 年度は割合錯誤現象の先行

研究が共通して仮定しておきながら、今に至
るまで実証的検証を受けていない選択的注
意の認知過程を明確化することができた。 
次に、平成 19 年には選択課題、リスク評

価課題などの心理実験より、割合錯誤である
心理反応が、本研究計画が提唱する「二重
Weber-Fechner 理論」で記述可能である事を

示せた。 
平成 20年度には二重Weber-Fechner理論

を不確実性の評価関数として備える、認知過
程のモデルを実装した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本課題申請時の研究計画の最新段階である、
リスク・コミュニケーション技法の確立を目
指す。国際的に通用する技法開発のため、現
在、山岸研究室在籍の後期博士課程在学者を
連合王国に派遣中である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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